
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
受
領

答

弁

第

四

三

号

内
閣
衆
質
一
八
三
第
四
三
号

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
君
提
出
中
央
省
庁
内
の
各
店
舗
の
賃
料
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
石
川
知
裕
君
提
出
中
央
省
庁
内
の
各
店
舗
の
賃
料
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
把
握
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
外
、
国
有
財

産
を
適
正
な
対
価
な
く
し
て
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
は
、
共
済
組
合

の
運
営
に
必
要
な
範
囲
内
で
国
有
財
産
を
無
償
で
共
済
組
合
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

庁
舎
等
の
行
政
財
産
の
使
用
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
大
蔵
省
管
財
局
長
（
現
在
の
財
務
省
理
財
局
長
）
よ
り

各
省
庁
へ
通
達
「
行
政
財
産
を
使
用
又
は
収
益
さ
せ
る
場
合
の
取
扱
い
の
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
七
日
蔵

管
第
一
号
）
を
発
出
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
無
償
使
用
等
の
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
十
六

年
六
月
二
十
二
日
及
び
平
成
十
九
年
一
月
二
十
二
日
に
同
通
達
の
改
正
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。一



四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
あ
る
七
府
省
の
二
十
店
舗
に
つ
い
て
は
、
共
済
組
合
が
行
う
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
各
府
省

の
長
が
法
令
等
に
基
づ
き
適
切
に
判
断
し
、
国
有
財
産
を
無
償
使
用
さ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

庁
舎
等
の
行
政
財
産
を
使
用
さ
せ
る
場
合
の
取
扱
い
及
び
各
省
庁
に
お
け
る
運
用
等
に
つ
い
て
は
、
改
善
の
必
要
性
も
含

め
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


